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令
和
三
年
六
月
十
五
日
の
河
野
太
郎
行
政
改
革
担
当
大
臣
（
以
下
、
「
大
臣
」
と
い
う
。
）
は
、
大
臣
記
者
会
見
に
お
い

て
、
「
テ
レ
ワ
ー
ク
が
で
き
な
い
理
由
の
中
で
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
あ
る
か
ら
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
は
メ
ー
ル

に
切
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。
」
と
述
べ
た
。
そ
の
後
、
七
月
七
日
の
北
海
道
新
聞
の
報
道
に
よ
る
と
、
内
閣
府
の
行
政
改
革
推

進
本
部
へ
四
百
件
程
、
各
省
庁
か
ら
の
廃
止
が
難
し
い
と
の
回
答
が
あ
り
、
現
時
点
で
も
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
以
下
、
「
フ
ァ
ッ

ク
ス
」
と
い
う
。
）
を
用
い
た
行
政
事
務
は
継
続
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
令
和
三
年
七
月
七
日
北
海
道
新
聞
及
び
令
和
三
年
七
月
八
日
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
の
記
事
に
は
、

内
閣
官
房
行
政
改
革
推
進
本
部
事
務
局
が
と
り
ま
と
め
た
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
廃
止
が
難
し
い
理
由
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

関
連
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
廃
止
が
難
し
い
理
由
に
つ
い
て
、
大
臣
記
者
会
見
に
お
い
て
詳
細
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
内
閣
官
房
行
政

改
革
推
進
本
部
事
務
局
が
把
握
し
て
い
る
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
廃
止
が
難
し
い
理
由
及
び
理
由
ご
と
の
件
数
に
つ
い
て
、
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。 

二 

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
廃
止
つ
い
て
、
「
通
信
環
境
が
十
分
で
は
な
い
」
こ
と
が
反
論
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
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の
よ
う
な
こ
と
か
。
通
信
環
境
が
十
分
で
な
い
と
い
う
の
は
、
各
省
庁
が
通
信
環
境
の
計
画
的
な
整
備
を
怠
っ
た
結
果
で
あ

り
、
令
和
二
年
度
末
に
政
府
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
再
構
築
も
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
存
続
を
認
め
る
理
由

に
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。
ま
た
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
回
線
を
メ
ー
ル
専
用
の
通
信
回
線
に
す
る

こ
と
で
、
通
信
環
境
は
確
保
で
き
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

三 

フ
ァ
ッ
ク
ス
を
存
続
さ
せ
る
理
由
と
し
て
、
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
た
め
」
と
い
う
、
情
報
漏
え
い
を
防
ぐ
観
点
か
ら

の
反
論
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
誤
送
信
は
、
民
間
や
地
方
自
治
体
で
も
発
生
し
て
お
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
者
情
報
が
漏
え
い
し
た
事
例
も
あ
る
。
ま
た
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
、
電
話
番
号
さ
え
分
か

れ
ば
複
合
機
を
乗
っ
取
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
侵
入
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
電
子
署
名
や
暗
号
化
技
術
な
ど
様
々
な
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
を
追
加
し
や
す
い
メ
ー
ル
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
存
続
根
拠
と
し
て
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
確
保
は
理
由
に
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

四 

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
、
「
ニ
ュ
ー
ス
を
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
っ
て
も
ら
う
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
が
メ
ー
ル
で
送
付
に
す
る
と
料
金
が
二
倍
以
上
に
跳
ね
上
が
り
、
予
算
的
に
難
し
い
。
」
点
が
反
論
と
し
て
示
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
の
記
事
に
よ
る
と
、
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
者
の
料
金
表
に
お
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い
て
、
基
本
料
金
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
送
付
の
方
が
高
く
、
一
記
事
当
た
り
の
単
価
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
も
ネ
ッ
ト
送
信
で
も
同
額
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
契
約
は
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
内
容
と
す
る
契
約
で
予
算
は
い
く
ら
で
あ
る

か
。
ま
た
、
予
算
面
の
反
論
は
、
算
定
根
拠
が
妥
当
で
あ
る
か
検
証
し
、
妥
当
で
な
い
場
合
は
、
メ
ー
ル
へ
の
切
替
え
を
促

す
必
要
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


